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つくば市を中心とした芝栽培の地域的展開

小野寺　淳由森本健弘。上木原　静江

る。

I　はじめに

　日本における芝の生産量はゴルフブームの盛衰

とともに変動し，近年のゴルフブームの隆盛は芝

の生産量を急激に増加させている。芝は地味の悪

い土地でも栽培が可能な作物であるため，元来火

山山麓やシラス台地などで栽培されてきた。やが

て，芝の需要が増大するとともに，芝の生産は全

国的に広がる一方，4ないし5つの旧来の小規模

な生産地も大規模化した。なかでも，茨城県つく

ば市は，！970年代中頃より日本最大の芝産地を形

成している。

　つくば市は首都圏外縁部に位置し，筑波研究学

園都市の形成とともに急速に都市化が進行してい

る。一方，芝の生産量も年々増加し，1988年の茨

城県農業基本調査によれば，つくば市の芝収穫面

積は2，335．4haであり，県の芝収穫面積の約90％

を占めた。しかしながら，統計の数値よりも実際

の収穫面積はさらに多いものと想定されている。

すなわち，つくば市および周辺市町村で生産され

る芝は「筑波芝」と呼ばれ，その生産量は年間約

4，500haに及ぶといわれる1）。この収穫面積は，

毎年18ホール（芝地面積約50ha）のゴルフ場を

90箇所も造成することが可能である。このように，

つくば市を中心とした地域の芝収穫面積は驚異的

な数字といわねばならない。

　本研究では，研究学園都市として注目を集める

つくば市の，もう。ひとつの重要な側面として芝生

産を捉え，芝生産の発展過程，さらに現在の芝栽

培の実態と流通形態を具体的に明らかにすること

によって，日本最大の芝産地の成立要因を考察す

皿　目本における芝産地の分布とその変化

　日本において芝が商品作物として生産され始め

たのは20世紀初頭であった。その契機はゴルフ場

や西洋式庭園・公園の造成であった。例えば190！

年（明治34）の六甲ゴルフ場（兵庫県）の造成，

ユ903年（明治36）の日比谷公園（東京市）の造成

があげられる。

　第二次世界大戦前に形成された主要な芝栽培地

域は，東京府，静岡県，鳥取県，および熊本県に

存在した。東京府下では，西郊の武蔵野台地で芝

生産業者が「東京芝」と称されるコウライシバ（高

麗芝）を生産し，その他の3県では火山山麓にお

いて自生するノシバ（野芝）の採取が行なわれて

いた。

　芝の生産は，昭和！0年代および20年代には食料

増産優先のため低迷したものの，昭和30年代以降

の高度経済成長期に大きく増加した。これはレク

レーション施設の建設および生産・生活環境の整

備が盛んになったことに伴う芝需要の増加に起因

する。芝生産の増加を促したのはとくにゴルフ場

建設の増加であり，1957年からの第一次ゴルフ

ブーム，1967年からの第二次ゴルフブーム，およ

び1970年代後半の第三次ゴルフブームとともに漸

次増加した2）。また，1964年開催の東京オリンピッ

クを一つの契機とし，スポーツ施設の増加や高速

道路の建設などといった芝の植栽を伴う公共事業

の増加も，芝需要の増加要因であった。

　芝の生産に関する全国的な統計は，エ970年以降

から得ることができる3）。第1図によれば，芝の
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第1図　日本における都道府県別芝作付面積

　　　　の変化

　　　　　　（花き類の生産状況等調査による）

作付面積4）は，1970年の2，923haから1973年の

9，859haまで急増したものの，第一次石油ショッ

ク以後の経済成長の停滞に伴って減少に転じ，

1980年の4，035haまで落ち込んだ。しかしユ980年

代に再び増加し，ゴルフ場建設の増加を背景とし

て，1989年には1973年に近い面積（8，！76ha）に

達した。

　1970年代以降，芝産地の分布にかなりの変化が

みられた。第2図に示した都道府県別の作付面積

をみると，！970年には静岡県，鳥取県，東京都が

上位であり，主産地は静岡県の富士山山麓，鳥取

県の大山山麓，東京都西郊の武蔵野台地であった。

しかし，それ以後，東京都における作付の減少，

茨城県，ならびに鹿児島県幸主とする九州南部で，

の作付の急増，東北および北海道での作付増加が

みられた。このような作付面積の分布変化は，関

東地方では東京西郊から茨城県つくば市に代表さ

れる首都圏外縁への産地移動が起きたこと，全国

的には大都市圏から遠隔地まで芝の生産が広がっ

たことを示唆している。

　茨城県の芝作付面積はユ973年までに全都道府県

のうちで最大となり，最近までその状態が続いて

いる。芝生産の低迷期にも茨城県では作付面積の

減少の程度が小さかったため，同県産の芝の対全

国シェアが高まった。茨城県における作付面積の

増大は，東京都西郊における都市化の進展5）に伴

い，芝生産の立地が移動した結果と考えられる。

　一般に，芝の生産地は大規模な火山の山麓，な

いしは火山灰土壌の堆積した台地に立地する。こ

れは，芝栽培が地力の低い火山灰質土壌でも可能

であること，火山灰質土壌の性質が芝の収穫から

輸送までの作業に好適なこと6〕，作業用の機械や

運搬用トラックの使用のためには起伏が少ない地

形と礫の少ない土壌が望ましいこと，さらに，芝

は収穫時に表土をはぎ取り土壌を疲弊させるため

農地への栽培が忌避されがちであったこと7）によ

る。茨城県における芝栽培地域もまた，南西部の

関東ローム質土壌で覆われた洪積台地に集中す

る。

皿　つくば市における芝栽培の発展

　皿一1　芝栽培の導入

　つくば市域には，西縁部の小則11沿いと東縁部

の桜川沿いに沖積低地があり，両河川の間に筑波

台地と呼ばれる洪積台地がある。この台地上には

小河川が南流して谷津を形成している。台地面と

この谷津の此高は，北部で浅く南部で深い。日本

一の芝産地を形成しているつくば市では，第3図

に示したように，沖積地と研究学園都市中央部を

除けば，ほとんどの集落で芝の栽培がみられる。

芝栽培の核心地域は，大穂地区8）を中心とした台

地部である。現在でこそ平坦な洪積台地が広がっ

ていることが芝栽培の利点となっているが，芝栽

培の起こりは芝しか育たなかったという，むしろ

やむを得ざる状況で始まった。

　つくば市において芝の生産が開始されたのは，

大穂地区の白水からであった（第4図）。第二次

世界大戦が終わるまで，白水は陸軍西筑波飛行場

の敷地の一部であった。終戦後，荒地となってい

た飛行場跡地は緊急開拓事業の対象地区となり，

長野県佐久郡から1949年12月に10戸の農家が，さ

らに翌年2月には14戸の農家が移住した。これら
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第2図 日本における都道府県別芝作付面積とその変化（ユ970～1989）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料は第玉図と同じ

一η一



11　　10　　　　50　　100

0，25

　　　　　1halくα2δ

⑧

、③㌧．11・、．！

③j・．、 ③一一∴

③、！ 　　◎1：画、・

⑧、．．

⑧

　　1』araki

．．．．⑱†曲・

。舳　！

］

⑥　　　　◎

㊥　　ポ、

◎一㌧．．

0　　　　　　　　　5km

第3図 つくば市における大字別芝作付面積の分布（ユ988年）
　　　　　　　　　　　　　（茨城県農業基本調査による）

の入植者は佐久郡佐久町大日向の出身者が多く，

戦後大日向からは満州から引き揚げてきた人々を

含め，長野県軽井沢町に入植して新たに大日向集

落を形成した人々と，この白水開拓に入植した

人々があった。

　白水に入植した農家には，ユ町8反ずつの短冊

状の耕地が割り当てられた。入植当初はサツマイ

モ，落花生，陸稲や麦類の栽培を試みたが，土地

が痩せていたため，サッマイモは親指程にしか育

たず，十分な収穫が得られなかった。そこで，少

しでも現金収入を得るため，現在の茨城緑化（茎

崎町）と契約し，自生していたノシバを採取して

出荷した。この時の価格は2㎡でユ4円程であった

といわれ，これは！0aあたり約7，000円に相当す

る。やがて，自生していたノシバもなくなったが，

1957年頃から第一次ゴルフブームが到来し，芝の

需要が増加した。この第一次ゴルフブームを背景

に，東京の市島と芝万の両造園会社からコウライ
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シバの作付けを勧められ，1958年に作付け，！960

年には出荷と，本格的な芝の栽培が始まった9〕。

　1960年には，白水と同様に西筑波飛行場跡地を

開拓した南作谷でも芝栽培が始まった。1969年頃

には第二次ゴルフブームとともに，白水・南作谷

の開拓地から始まった芝栽培は急速にその規模を

拡大し，土地条件の似た他の集落でも栽培が行わ

れるようになった。芝の価格が急騰し，畑作物や

稲作に比較してかなりの高収益が得られたためで

ある。1972年頃の価格は10aあたり17～20万円ほ

どであったという。芝の取引先業者は東京の芝万

であったという農家が多く，芝万は三多摩地域と

大穂地区を中心に事業を拡張した。大穂地区の猿

壁には，芝万の農場が5町歩ほどあった。しかし，

第二次ゴルフブームが過ぎ去り，ボーリング場経

営にも乗り出していた芝万は，ボーリングブーム

が終わると倒産した。

　このような取引先の倒産などのため，芝栽培を

行っていた農家の中には，1973年頃から自ら芝の

販売を行う者が現れた。大穂地区では，小規模な

芝の販売を終戦以前から行っていた人もあった

が，本格的な芝販売業者の成立は，早いもので

ユ965年頃，多くは1973年の第一次オイルショック

前後とみとめられる。芝販売業者は大手の建設会

社などに芝を売り，その利益の中から栽培農家に

芝の代金を支払うため，資本金が少なくてすみ，

比較的容易に販売業者になることができた。この

ため，大穂地区の特産品であった座敷ほうきの販

売で生計をたてていた人が芝販売に乗り出した例

などもあり，芝販売への転業者の経歴は多様であ

る。

　その後，1970年代後半には芝の価格が低落し，

1978年頃の栽培農家に支払う芝代金は10aあたり

7万円前後であった。1980年代になると徐々に高

値に転じ，第三次ゴルフブームとともに米よりも

収益の高い作物として再び注目されるようになっ

た。1980年代後半では，10aあたりおおむね，コ

ウライシバで20万円，ノシバは22万円で農家と取

り引きされている。
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　皿一2　芝栽培の発展とその地域差

　1970年代に入ると，つくば市における芝生産は

本格的に発展した。まず前半に芝の作付が著しく

増加した。芝の作付面積は1972年に茨城県全体で

33！haに過ぎなかったが，1975年にはつくば市の

芝作付面積が1，533haに達していた。また！975年

農業センサスにおける花木・芝の栽培面積は

1，8ユ7haとかなり多くなっていた。

　その後，つくば市における芝の作付は1970年代

後半から1980年代初頭まで減少および停滞した

が，1980年代に再び増加して，現在の規模に至っ

た。すなわち，芝の作付面積は1977年までに

950haへ落込み，1981年まで約1，000～1，100haに

とどまったが，その後次第に増加して1988年には

2，101haに達した。また農業センサスの花木・芝

作付面積はユ980年までに！，389haとやや減少した

が，1985年までにはユ，708haと増加した。さらに，

茨城県農業基本調査によると，つくば市における

ユ988年の芝収穫面積は2，335．4haであった。芝が

年2回収穫される場合があることを考慮しても，

農業センサスの花木・芝栽培面積の大部分は芝の

それと考えられる。

　現在，芝栽培はつくば市の農業的土地利用の中

で大きな割合を占める。1988年茨城県農業基本調

査によると，つくば市の作物収穫・栽培面積合計

8，736．9haのうち芝収穫面積は26．7％を占めてい

た。合計から水稲収穫面積3，895．7haを除いた部

分では芝収穫面積が48．25％を占めたことから，

芝は畑作物の収穫・栽培面積のおよそ2分の！を

占めていたことになる。

　この時期の芝栽培発展の要因は，ゴルフ場数の

増加等による芝需要の増加である。また東京西郊

での住宅地進出に伴って新しい芝産地の必要性が

増していたことも生産拡大の重要な契機であった

と考えられる。つくば市における芝生産拡大の地

域的要因としては，周辺への工場進出や筑波研究

学園都市建設に伴う就業機会の増加に自家用車の

普及・道路の改良が加わって兼業化が進行してい

たため，芝の省力性がふさわしかったこと，ほう

き草や麦類といった1960年代以来の主要畑作物の

需要が減少し代替作物が求められていたことをあ

げることができる。

　1988年の茨城県農業基本調査結果から大字別の

芝収穫面積をみると，芝の栽培が市の中央部から

北西部に集中していたことがわかる（第3図）。

すなわち，核心地域は大穂地区，豊里地区，およ

び筑波地区の南西部である。筑波地区では695戸

の農家が48319haの芝を収穫し，同様に大穂地区

では1，139戸が77ユ．3ha，豊里地区では1，095戸が

784．5aの芝を収穫した。このような核心地域は

1975年頃すでに明瞭に形成されていた。同年の農

業センサスの花木・芝栽培面積は，谷田部地区

203ha，桜地区17haであったのに対し，筑波地区

363ha，大穂地区589ha，豊里地区645haであった。

　芝収穫面積の分布の地域差は土地条件に対応し

ている。核心地域には平坦な洪積台地が連坦する

大字が多く，逆に沖積地の水田の多い大字では芝

の収穫面積はわずかである。核心地域は研究学園

都市の周辺開発地区にあたり，都市的開発が遅れ

た地域である。すなわち，平坦で乾燥した土地条

件と農地の残存が核心地域形成の基盤になったと

考えられる。加えて，芝栽培が早く導入された集

落からの距離も地域差の要因であった。収穫面積

が特に大きい大字は，白水に隣接した筑波地区の

南作谷，大穂地区の篠崎，長高野，西高野，豊里

地区の沼崎，今鹿島，上郷などがあげられる。

　これら核心地域では，芝は農業的土地利用のう

えで高い割合を占めている。！986年茨城県農業基

本調査より，芝の収穫面積が作物収穫・栽培面積

合計に占める割合を地区別にみると，豊里地区で

43．7％，大穂地区で40．O％であった。対照的に桜

地区では2．2％，谷田部地区では5．6％，筑波地区

では！7．4％と低かった。水稲を除く作物の収穫・

栽培面積における芝の割合は豊里地区と大穂地区

で70％を越え，筑波地区では6ユ．4％であった。こ

のように農業的土地利用における芝栽培の地位に

おいても明瞭な地域差が認められた。

皿一3　水田転作による芝栽培の拡大

1970年代後半から，米の減反政策の強化に対応
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するため，水田へ芝が作付され始めた。1978年か

ら始まった水田利用再編対策事業では，水田の転

用が積極的に図られ，芝への転作が増加した。こ

れは，価格の有利性，労働・資本投下が少なく兼

業農家の転作に適する点，つくば市における転作

奨励金産地形成加算の交付対象作物に指定された

こと1O），さらに芝の需要増加期であったことが，

芝への転作を促進した。

　つくば市における1990年の転作実施面積

ユ，107．8haのうち，芝は587．2haであり，実に

53．O％を占めた1l）。しかし，水田転作に占める

芝作付面積の割合は地域差が非常に大きい。第5

図に示したように，75％以上の大字は34で，筑波

地区西部，大穂地区の中部・西部，および豊里地

第5図　つくば市における大字別にみた転作

　　　　面積に占める芝の割合（1990年）

　　　　　　　　（つくば市役所の資料による）

区にまとまって分布し，谷田部地区の一部に点在

した。これらのうち2ユの大字では芝の割合が90％

を超えていた。このように台地上の芝生産が盛ん

な一帯では，芝への転作も積極的に行われたこと

が明らかである。一方，これら以外の大字では転

作面積における芝の割合が75％未満であり，とく

に筑波地区東部，桜地区，および谷田部地区では，

多くの大字で25％以下であった。

　芝への転作が普及した要因として，市西部の台

地に水はけが良く転作が容易な陸田が多く存在し

たことを加える必要がある。陸田はその性質上転

作が容易なため，比較的早く転作されることと

なった］2）。ことに水田が，陸田と排水の比較的

悪い谷津田とに限られる地域では，水田転作に占

める陸田転作の割合は大きかった。例えば，平成

元年度大穂支所管内水田農業確立対策集計表によ

ると，1989年に大穂地区における芝への転作面積

は220haであったが，このうち64．2％を占める

ヱ4ユhaが陸田における転作であった。すなわち陸

田は，芝への転作普及過程における重要な基盤で

あったと考えられる。近年では転作面積の増加，

圃場整備の進展とともに，谷津田での芝作付も増

加してきた。

v　芝栽培の実態と農家経営一上長高野を事例

　　として一一

　V－1　上長高野における土地利用の変化

　芝栽培の核心地域における土地利用と芝栽培農

家の経営を明らかにするため，大穂地区上長高野

を事例としてとりあげる。上長高野は大穂地区の

ほぼ中央の標高25～30mの台地上に位置し，大字

長高野は上長高野と下長高野に二分される。第6

図は，ユ875（明治8）年の地籍図から上長高野の

地目別土地利用を復原した図である。北部の塊状

の屋敷地が集落であり，この屋敷地を中心として

周囲に畑地，その外側に東谷田川源流部の谷津田

があって同心円的な土地利用の配置がみられる。

台地上の北部から西部には平地林が卓越してい

た。田畑の一筆の大きさは北半部で細かく南部で

比較的広かった。集落の標高は約30㎜，谷津の水
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　　　　　　　　　　　　　　　　綴
　　　　　　　　　　　　　　　　　田

　　　　　　　　　　下長葎野

　　　　　　　　　　　　　　　（

鰯帥口榊麟地麗水囲□畑地

第6図　長高野の地目別土地利用図（明治8年）

　　　　　　（大穂町史編さん委員会編（1989）：

　　　　　　　　　8大穂町史』p，162より転載）

田面のそれは約25mで，標高差が比較的小さい。

　水田は谷津田に隈られるため，長高野は畑がち

の村であった。明治初期には，陸稲，麦のほか，

茶，綿，藍，エゴマ等が栽培されていたが，明治

中期からはほうき草の栽培が盛んとなった。これ

は大穂地区一帯で農家副業としての座敷ほうき製

造が盛んになったためである。大正期には大豆，

梨の生産や養蚕が導入された。第二次世界大戦中

に一時的に甘藷の作付が増加したが，戦後には陸

稲，麦，落花生，ほうき草が主な作物だった。昭

和30年代を過ぎると，座敷ほうき製造が衰退し始

めたため，40年代にはほうき草の栽培は減少し

た13）。同時に麦類の栽培も貿易自由化による価

格低下のため衰退した。これらにかわり普及した

のが芝栽培と，陸田造成による水稲作付であった。

しかし，米の減反政策を契機に陸田は多くの場合

芝畑に転換されている。

　第7図は，1991年5月における上長高野の土地

利用である。畑の大部分でノシバとコウライシバ

が栽培されており，野菜類の栽培は一部でみられ

るのみであった。芝は谷津田にも栽培されており，

この場合には湿り気に比較的強いノシバが選ばれ

た。谷津田の芝は，湿害を防ぐ工夫として，芝を

栽培する田を連続させ，畦の内側に排水用の溝を

幅約20㎝，深さ約25㎝で掘り，湛水した水田との

境に漏水防止のためのビニル板を埋めている（写

真1）。上長高野周辺の畑は茨城県営畑地帯総合

土地改良事業14）による圃場整備がなされている。

また，集落周辺へ事業所，分家住宅，および小規

模分譲住宅が立地し，土地利用図の北端の平地林

には1982年から1986年にかけて筑波北部工業団地

が建設された。

　大字長高野における芝作付には水田転作による

割合が高く，とりわけ陸田の転作が多くを占めて

いる。さらに，近年の上長高野では普通田におけ

る芝作付への転作が多い。1991年の資料15）によ

ると，上長高野での転作合計119，829m2（実施農

家39戸）のうち，芝への転作が！19，636㎜2（実施

農家39戸）を占めていた。しかし，陸田からの転

作は6戸の農家が計37，738㎜2行なったのみであ

り，その他は普通田からの転作であった。これに

対して，下長高野では転作合計ユ49，679皿2（実施

写真1　谷津田での芝栽培（1991年5月）
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第7図 上長高野における土地利用（1991年5月）
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一83一



農家25戸），芝への転作面積144，507m2（実施農

家25戸）のうち，陸田からの転作は139，757肌2（実

施農家24戸）にのぼっていた。

　M－2　上長高野における芝栽培農家の類型

　上長高野はユ988年には農家数58戸，その内訳は

専業農家2戸，第一種兼業農家24戸，第二種兼業

農家32戸であって，兼業化の著しく進んだ集落で

ある。第8図に示したように，芝を栽培し販売し

た農家は，専業農家のうち1戸，第一種兼業農家

のうち21戸，第二種兼業農家全部の32戸，計54戸

で，集落の農家の大部分であった。

　芝栽培農家の大半は，芝のみ，あるいは芝と稲

を販売品目としている。芝栽培農家を販売品目の

組合せで分類すると，芝のみという農家が35戸で

最も多く，次いで芝十稲が11戸，芝十露地野菜が

3戸，芝十露地野菜十稲が2戸，芝十施設野菜，芝

十施設野菜十露地野菜，および芝十豚といった組

合せがそれぞれ1戸ずつであった。次に，芝栽培

農家の専業兼業別と販売品目組合せとの対応関係

をみると，第二種兼業農家32戸はすべて芝栽培農

家であり’，芝のみが24戸，芝十稲が6戸，芝十露

地野菜および芝十豚の組み合わせ経営農家が1戸

ずつであった。第一種兼業農家21戸は，芝のみが

10戸，芝十稲が5戸，さらに芝と野菜の組み合わ

せが6戸であった。このように大部分の第二種兼

業農家と多くの第一種兼業農家は芝を取り入れた

省力的な経営を行い，一部の第一種兼業農家が芝

に野菜栽培を組み合わせたやや集約的な経営を行

なっていた。なお，専業農家は高齢者のみの世帯

であった。

　芝栽培農家の世帯員の就業形態をみると，世帯

主が農業専従者である農家は24戸，うち男子農業

専従者の農家は18戸で，専従者の年齢はすべて50

歳代以上であった。40歳代以下の世帯主は全員農

外就業をしており，また後継者も農外就業をして

いた。販売品目の組合せごとに農業専従者の有無

をみると，芝と野菜を組み合わせている農家は農

業専従者のいる農家の割合が高く，芝のみの農家

および芝十稲の農家には農業専従者のいる割合が

低い。女子の就業をみると，世帯主や後継者の妻

では，男子よりも農業専従者が若干多いものの，

若年の女子は全員農外就業をしていた。また，世

帯主の親の世代では農業のみに従事する者が多数

あったが，多くは高齢でかつ従事日数が少ない，

補助的な従事者であった。

　以上のように上長高野の大部分の農家は芝を中

心に農地を利用していたが，自家での芝栽培を労

働および収入において主要な部門とする農家は少

ない。芝栽培農家の多くは，中核的な労働力をさ

まざまな農外就業に投入していた。つまり，農外

就業の度合いと芝を中心とした土地利用には強い

結びつきがみられる。

　農外就業のうちでとくに注目すべき形態は，芝

生産に関連したものである。その一つは「切り子」

と呼ばれ，芝販売業者に日給で雇用されて業者の

契約した圃場へ出向き，芝の植え付けや収穫など

を行うものである。日給はユ991年には男子で1万5

～6千円，女子で8～9千円であり，平均的な人で！

年に200日程度就業する。切り子への就業は第8

図の日雇い・臨時雇いに含まれるが，実際にはこ

れよりかなり多く，上長高野では20～23戸の農家

で切り子への就業者があるという。

　もう一つは芝販売業の自営である。！991年の時

点で，上長高野には農業を兼業する芝販売業者が

5戸あった。これらは基本的には家族経営の有限

会社であるが，比較的経営規模の大きい業者は恒

常的雇用者をもっていた。これらの会社組織の業

者のほかに，個人的に芝を収穫し買取ってそれを

転売する業者がある。これは法的に登録されてい

ないため，その正確な数は不明であるが，聞き取

りによると，上長高野にはこの類型の芝販売業者

が少なくとも2戸あるという。この形の芝取引は

「仲問買い」あるいは「仲間渡し」と呼ばれる。

芝生産に関連した農外就業には以上の二種類以外

に，芝販売業者への恒常的勤務，芝を運送するト

ラックの運転手，一般運送業の経営があった。

M－3　芝栽培農象の経営

芝栽培は栽培農家にとって省力的な土地利用で
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第8図 上長高野における芝栽培農家の経営（1988年）

　　　　　　　　　　（つくば市役所の資料および聞き取り調査による）
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ある。農家が行う作業は一般的に葉の刈り取り，

除草，施肥のみであり，種芝の植え付け，および

芝の切取りと収穫は芝販売業者の雇用した切り子

が行うからである。農家が自家で行う作業は大部

分機械化されており，農家は必要な機械類を所有

する。しかし，経営規模が小さい農家，あるいは

世帯員の多くが農外就業をしている農家では，葉

の刈り取り作業をも芝販売業者に委託している。

このような農家では，芝栽培は土地を芝販売・造

園業者に貸すだけのものと化している。

　農家番号4！番の農家は，畑95aと水田30aを所

有する第二種兼業農家である。1991年にこの農家

は畑を芝90aと家庭菜園5aに利用し，水田は自

家労力で稲作25aを耕作するほか休耕地としてい

た。第9図は，この農家の作物栽培と就業のカレ

ンダーである。芝は3～4月に植え付けし，翌年か

ら毎年4～5月に収穫を繰り返す。芝の植え付けと

収穫の作業は業者に委託しているため，世帯員は

従事しない。その他の葉刈り，薬剤散布，除草の

作業は，所有する機械を用いて，60歳代の世帯主

とその妻が従事する。ただし，世帯主は葉刈りと

薬剤散布のみで，妻がそれらも含めて自家の芝栽

培作業の全体を担っていた。農業用機械は芝栽培

用の動力葉刈り機・施肥機・動力噴霧機，および

稲作用の動力耕うん機・動力田植機・動力刈り取

り機・動力噴霧機を所有している。

　世帯主は年末年始と旧盆前後，自家農業従事日，

および臨時的な家事の場合を除き，ユ年に約200

日，芝販売業者の切り子として就業した。とくに

4～6月および9－10月は芝の植え付けと収穫の最

盛期であるほか，4～10月には一般に芝の生理的

活動が活発なため，自家の芝畑，および業者に委

託された芝畑における葉刈り・薬剤散布・除草の

作業が集中し，切り子労働の繁忙期である。この

合閻に，世帯主は白家の芝栽培の一部，稲作にお

ける耕起・田植・稲刈り，および水管理・薬剤散

布の一部に従事した。しかし，世帯主の自家農業

への従事日数は年間50日程度に過ぎなかった。世

水稲栽培

世帯主

廿

員世帯主の妻
就

業後継ぎ

暦

愈薬剤散布（防除および除草）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←農業従事
◎施肥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←兼業従事
纈葉刈り

麗芝の切取り，稲刈

今耕起，代かき

　　　　　第9図　事例農家の就業カレンダー（1990年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（聞き取り調査による）
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帯主の妻は農外就業せず，芝の除草・施肥・薬剤

散布と稲作の施肥・薬剤散布を主とする自家農業

に従事した。その日数は200日を超えるが，1日の

従事時間は半日以下であった。後継ぎ夫婦は30歳

代で，ともに民間企業に通年的に勤務しており，

農作業には稲作の築1亡期にそれぞれ5日程度しか

従事しなかった。

V　芝の販売。流通形態

　V－1　芝販売。造園業者の類型

　つくば市内では，第ユO図のように大小約126に

も及ぶ芝販売・造園業者がある。このうち，芝栽

培の核心地域である筑波地区，大穂地区，豊里地

区では，「つくば芝生産販売組合」が結成されて

おり，40の業者が加入している］6）。

　民問の芝販売・造園業者には，法人の芝販売・

造園業者と，非法人の零細な芝販売業者が存在す

る。これらは，業態，経営組織，販売先などの差

異から，第ユ表のように3つの類型に区分するこ

とができ，またこれらは集出荷の共存関係を形成

している。

　第！の類型は，芝販売に加えて造園施工を行い，

資本金ユ，OOO万円程度の株式会社である。契約し

ている芝栽培面積はおおよそ200ha以上，大手の

業者では契約農家300戸，契約栽培面積400ha，

造園事業を含めると年商約30億円以上に及ぶ。こ

の類型に属する芝販売・造園業者は十数杜に過ぎ

ないが，その契約面積はつくば市を中心とした芝

栽培面積の約半分を占めると推測される。販売先

　　二“。筑波地区

　。。　　画。。大穂地区

豊里地区　　　　　。

つくば生産
宙販売組合

加入業者

。その他の

造園業者

第10図

谷田部地区

桜地区

千

」一
つくば市における芝販売・造園業者

の分布（1989年）

　　　　　（中司（1990）の原図による）

はゴルフ場建設会社が9割を占め，社員として雇

用している造園技術者をゴルフ場へ派遣してい

る。

　第2の類型は，主として芝販売のみを行い，家

族経営的な有限会社が多く，おおよそ王OO社程度

第1表 芝販売・造園業者の類型
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（聞き取り調査による）
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と推測される。契約芝栽培面積は200ha以下であ

り，多くは100haに満たない。契約農家120戸，

栽培面積200haの場合，年商は約7億円に達する。

しかし，税金の関係で法人化し，切り子1組を雇

い，1年に30haを刈り取るに過ぎない例もある。

ゴルフ場建設会社への販売は5割以下であり，造

園資材会社，公共事業などへの販売が多く，また

第ユ類型の業者へも販売している。

　第3の類型は個人経営主で，聞き取り調査では，

かなりの個人経営主が存在しているものと推定さ

れるが，その数を把握することは不可能であった。

多くは夫婦とその知り合いで芝の植え付け，刈り

取り，販売を行っており，第1類型，第2類型の

業者へ芝を出荷している。

　このような民間の芝販売業者に対して，つくば

市谷田部農協（契約面積255ha），豊里農協（約

ユ20ha），筑波農協（20ha）が芝の販売を行って

いる。オイルショック以前においては，大穂地区

吉沼の大穂町中央農協（現，つくば市中央農協）

も芝を取り扱っていたが，現在．では豊里農協に販

売を委託している。谷田部農協では，1974年より

植え付けの募集をし，会員70戸程，約22haの芝

販売委託を始めた。当初は販路に苦慮したが，第

三次ゴルフブームが始まって以来，会員農家との

契約面積は255haに及び，その出荷量の約85％程

がゴルフ場関係の建設会社へ出荷されるように

なった。芝部会会員の分布は，第11図のように谷

田部地区のみならず，土浦市，新治村，茎崎町，

牛久市，水海道市，伊奈町まで広がっている。

1989年の会員数は409名であり，この内訳は谷田

部地区379名，谷田部地区以外のつくば市4名，そ

の他の隣接市町村26名である。

㊧30（人）

⑱！0
圃　5
・　ユ

㊥　竃　⑧

o　㌦　　鱈圃

0　　　　　50k㎜

竃　　　　　　嚢　画。

　⑱　　　鱈　画圃

　⑱

　　　。　⑱㊧

　　　　歯画国　竃

s
⑧　　　　　　　　　　。

　⑧

⑧　　　国　　画

　⑱
　嚢　国

　　0　　　　5km

第！1図 つくば市谷田部農協芝部会会員の分布（1989年）

　　　　　　　　　　　　　　　　（芝部会部会員表による）
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　V－2　芝販売。造園業者の経営

　ここでは，芝販売業者のうち，第1類型と第2

類型の業者を比較しながら，芝販売・造園業者の

経営の実態を明らかにする。

　第三次ゴルフブーム以前は，芝販売。造園業者

が農家に芝の植え付けを勧めたが，近年ではむし

ろ農家の側から積極的に芝の植え付けを希望する

ようになってきた。需要に生産が間に合わない状

況から，業者は出荷用トラックが入り込めないよ

うな土地でない隈り，植え付けを希望する農家と

契約を交わす。業者は種芝を2月末から3月に植

え付け，1年後から2年に3回程切り取る。農家

は除草剤や肥料の散布をするのみで，5年以上た

つと土壌改良を行う。芝刈や切り取り作業は業者

が雇用した切り子と呼ばれる人々によって行われ

る。切り子は50～60歳代の男女が多く，4二5人

で1グループを作る。切り取り作業は3月から7

月末が最盛期で，男性が芝刈機や芝刈り取り機を

操作し，女性が切り取った芝を束にする。芝は26

×36cm四方をユ枚とし，10枚で1束と．する。また，

傾斜地用として260×36cmのロールのまま出荷す

る場合もある。切り子ユ組の1日の切り取り量は，

おおよそ20aであり，2，OOO束を切り取ることがで

きる。切り子の多くは農家で，白己の所有耕地に

芝を作付ける一方，芝販売・造園業者に1日

8，000円程度で年間雇用される（写真2）。

　第1類型の芝販売・造園業者は，事務員と造園

部門の杜員を10名から40名程度，切り子を20名か

ら60名程度雇用している（写真3）。また，出荷

用の4トントラックを数台所有する一方，個人営

業のトラックとも契約している。通常，トラック

は10台前後稼働しており，最盛期には1日20台に

及ぶ業者もある。これらのトラックは夕方に芝を

満載すると，深夜に納入先まで輸送する。

　第2類型の芝販売業者は造園事業を行わないの

で，多くは家内労働力で事務を賄う（写真4）。

雇用する切り子の人数は，その契約栽培面積によ

るが，！0名程度が多い。トラックを所有しない例

もあり，出荷は運送業者と契約して行われる。運

送業者は，トラックに取り付ける芝販売業者の

写真2　芝の収穫（1991年5月）

写真3 芝販売。造園業者の事務所全景
（1991年6月）

写真4 芝販売業者の事務所及び住宅全景
（！99！年7月）

ネームプレートを取り外しできるようにし，複数

の芝販売業者と契約している。

　第！2図は，第1類型のA業者と第2類型のB業

者における，！990年度の芝買い取り面積の分布を

示している。この図ではつくば市を旧町村区画で
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第12図

　　　（ha）

鱈　　100
㊧・・

10

5
ユ

B業者

竃　　画

0　　　　　　　50㎞1

芝販売・造園業者の芝買い取り面積の分布（！990年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各業者の資料による）

図示しており，2つの業者はともに大穂地区に位

置する。A業者の年間の芝買い取り面積は

270．76ha，この他，第2・3類型の芝販売業者

からの仕入れ面積が55．37h。あった。A業者の芝

買い取り面積の分布は，つくば市内（約153ha）

のみならず谷和原村（約85ha）や明野町（約36ha）

などにも多く，茨城県南部一円に広がっている。

また，コウライシバとノシバの買い取り面積の割

合は3対7であり，ノシバの比率がきわめて高い。

　一方，B業者の芝買い取り面積は122．16haで

あり，その分布はつくば市内（約113ha）に集中

していた。コウライシバとノシバの買い取り面積

の割合は4対6である。第13図は，B業者におけ

るつくば市内の大字別買い取り面積を示してい

る。この図から，B業者が所在する大穂地区に契

約農家が集中しており，業者と買い取り契約農家

は地縁的な関係にあることが推察される。すなわ

ち，第2類型の芝販売業者が地縁的な人間関係に

依存して経営されているのに対して，第1類型の

大手の業者は地元依存から脱皮し，需要の増加し

たノシバの植え付けを隣接市町村へ求めて事業を

拡張している。

鐙1…（・）

簿1…

㊥500
轡　ユOO

第13図

0　　　5km

B業者の芝買い入れ面積の分布
（ユ990年）

　　　　　　　（B業者の資料による）
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　V－3　芝の流通経路と筑波芝のシェア

　第ユ4図は，契約農家の芝がどのような経路で販

売・出荷されているかを図式化したものである。

契約農家の芝は，芝販売・造園業者か農協のいず

れかを通して販売・出荷された。農協で集荷した

芝は，ゴルフ場関係の建設会社や造園資材卸業者

へ販売・出荷される。一方，芝販売・造園業者へ

集荷された芝は，以下のような仕組みで販売・出

荷された。

　第3類型の非法人の芝販売業者は，契約農家か

ら集荷した芝を，主に第2類型の芝販売業者に販

売した。第2類型の業者は，契約農家や第3類型

の業者から芝を集荷し，集荷された芝は第ユ類型

の大手芝販売・造園業者や，主に静岡県から東北

地方にかけての造園資材卸業者に販売している。

　一方，第ユ類型の業者は，契約農家なら’びに第

2類型の業者から芝を集荷，主に大手建設会社か

らの発注を受けてゴルフ場へ芝を輸送し，近県の

造園事業まで手がけている。第15図には，A業者

の1971年とユ990年（1989年9月から90年8月）にお

ける芝納入金額と芝張り施工金額を図示した。A

業者は，つくば市内の芝販売・造園業者の申でも

最大手に属し，現在の資本金1，OOO万円，契約し

ている芝作付面積400ha余，造園業務に携わる杜

員48名，切り子29名，事務社員は4名である。第

二次ゴルフブーム時のユ971年では，芝納入金額は

茨城県の3，600万円余を筆頭に，宮城県の｝，600万

円，長野県，千葉県，福井県と続いている。また，

ゴルフ場の芝張り施工金額も，干葉県の2，400万

円と栃木県の460万円であった。このように，一

見遠隔地まで芝を出荷しているようにみえるが，

受注したゴルフ場が遠隔地にあったということ

で，受注がきわめて限定されていたことがわかる。

これに対して，第三次ゴルフブーム時のユ990年で

は，芝納入金額は宮城県の2億9，OOO万円を筆頭に，

長野県・茨城県か9，OOO万円台，山梨県・石川県

が8，OOO万円台，静岡県・群馬県・千葉県・富山

県・神奈川県・山形県が5，000万円台，京都府・

青森県が4，000万円台と続く。芝張り施工金額は，

茨城県が6億円と群を抜き，栃木県が2，300万円，

「
軍

「i‘
軍

建設会杜

．／〆葬

口→　　造園会社 資材販売会社　　　→

奇一一一発注

←芝の流通経路

く工事　　　　　　ド

騒　騒　麗　騒　騒　騒　騒　麗　騒　騒　騒

口造園業者の類型

観　農家

第14図 芝の流通経路

（聞き取り調査による）
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　　　　　（万円）
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納入・施行金額

㊧　　合計　　施行金額のみ

第15図 A業者の芝納入金額および芝張り施工金額

（A業者の資料による）

東京都が1，300万円である。ゴルフ場の造園は地

元茨城県が圧倒的ではあるが，芝の出荷先は関

東・東北・中部を中心にかなり広域にわたり，北

は青森，西は山口県まで及んでいた。

w　おわりに

　つくば市は最先端の研究施設が集中する研究学

園都市である反面，日本最大の芝産地でもある。

この一見アンバランスな現象は，つくば市の都市

化と関連していたユ7）。芝の生産は都市化によっ

て衰退せず，むしろ少ない労働力で高収益が得ら

れるため，兼業農家にとって効率の良い土地利用

として増加の一途をたどってきた。

　芝栽培には平坦で比較的広い区画の耕地が必要

だが，土壌条件の制約を受けにくく粗放的な作物

である。それゆえ，芝は元来地味の悪い火山山麓

で栽培され，つくば市の芝栽培も関東ローム層に

おおわれた平坦な台地に展開してきた。芝栽培は

まず緊急開拓事業によって開墾された生産力の劣

悪な場所から始まり，芝需要の増加と価格の上昇

とともに周辺の農村に広まった。ゴルフブームに

より，芝が高価で取り引きされることが生産の増

加につながった。芝は衰退した伝統的畑作物に

とって代わって畑に作付けされ，さらに利用価値

の低下した平地林を開墾した畑にも作付されて，

その生産量を増加した。近年では，稲の減反によ

る転作作物として芝が導入され，陸田や水田にも

芝が作付されるようになった。こうして，筑波芝

と呼げれる芝の生産地域は，大穂地区・豊里地

区・筑波地区を中心として市域外にも拡大してい

る。

　芝生産の核心地域に位置する上長高野では大部

分の農家が芝を栽培し，農家の畑地利用において

芝は平均93％を占めた。また，土地改良された谷

津田にも芝が栽培され始めている。芝栽培農家の

多くは兼業農家で，農業従事者は少なく，60歳を

越えた人か，家事を兼ねる女性が大部分であった。

男子後継者は全員が農外就業に就いていた。

　このように兼業化の進んだ農家が芝の生産を担

えるのは，芝生産が，農家の費やす労働時間をき
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わめて少なくすることが可能であったからであ

る。すなわち，芝の植え付けと収穫。販売，およ

び，時には葉刈りまで芝販売業者が行い，農家は

施肥，薬剤散布，および葉刈りといった，機械化

された作業のみを行えばよい。すなわち，農家は

生産を半ば芝販売・造園業者に委託した生産形態

であった。農家にとっては半委託栽培ともいうべ

き芝生産は，稲作よりも収益性が良く，有利な土

地利用であった。都市化が進むなかで農家はほと

んど兼業農家となったが，農業従事者が高齢者の

みでも可能な芝生産が広く受けいれられたのであ

る。

　芝の生産の申核を担う芝販売・造園業者は，組

織，規模によって3タイプ，農協も含めると4タ

イプに分けられた。それぞれの業者は農家から買

い取った芝を独白の販路で販売するほか，ほぼ等

規模業者間や小規模な業者から大規模な業者への

間で芝を取引し合う。業者が芝を買い集める地域，

および販売する地域は業者の規模にほほ対応し，

最大規模の業者でみると，市内と周辺市町村から

集めた芝を，東北，関東，中部，近畿，さらに中

国地方まで販売していた。

　業者は芝の植え付け，収穫，さらには葉刈り除

草のために切り子と呼ばれる労働者を雇用する

が，切り子の主体は農家の中年層以上の世帯員で

ある。つまり農家の農外就業の中にも芝生産に関

連したものがある。

　つくば市は首都圏近郊外縁部に位置し，急速に

都市化が進んでいる。ここでけ集約的農業の産地

形成はみられず，兼業化した農家の多くが芝栽培

を選択した。農家の土地が業者などに半ば委託さ

れ，雇用された切り子が栽培作業の多くを担い，

芝生産を維持している。芝を栽培すると，その後

他の作物へ転換することが難しく，芝栽培は都市

化する農村における最終段階の農業的土地利用と

考えられる。

　現地調査に際し，小須田廣氏，つくば市経済部農政課，同企画部企画室，茨城県筑波地区農業改良普及

所，ならびにつくば市谷田部農協の職員の方々，芝販売業者，および芝栽培農家の方々にご協力を賜った。

末筆ながら記して感謝申し上げます。

［注および参考文献1

亙）つくば市経済部農政課職員の談話による．なお下記の資料では，最近の筑波芝の出荷量が年間約

　　6，OOOhaにのぼったという記述がある。

　　つくば市谷田部農業共同組合（199！）：『芝販売高8億円突破記念大会資料』，12ぺ一ジ．

2）朝日新聞社発行の『民力』によると，全国のゴルフ場数は！965年に132であったが！970年までに580へ

　　急増した。その後増加が停滞してユ973年に620であったが，1970年代後半の急増によりユ980年には

　　ユ、586に達した。玉980年代前半には初めて減少したものの同年代後半から再び増加し，1990年には

　　！618にのぼった。この最近のゴルフ場建設ブームは，好景気，低金利，および政府のリゾート開発推

　　進策に支えられていた。なお，ゴルフブームについては以下の文献による。　池田郁雄（1986）：『1945

　　～1985激動のスポーツ40年史　ユ4　ゴルフ』べ一スボールマガジン社，122ぺ一ジ．

3）農林水産省農蚕園芸局果樹花き課『花き類の生産状況等調査』．

4）日本芝と西洋芝との合計を記した。ただし西洋芝の作付面積はわずかで，1989年には合計の2．6％に

　　過ぎなかった。

5）尾留川正平・山本正三・佐々木博・金藤泰伸・朝野洋一・高橋伸夫・斉藤功（1967）：大都市圏におけ

　　る市街地農業の生態　　東京西郊小金井市の事例一　地学雑誌，76，229～256

6）黒色火山灰土壌で芝を栽培すると①収穫時にはがしやすい，②収穫後に土壌が落下しにくい，③軽量

　　で輸送しやすい，④表土の層が厚いので芝をはいでも表土が失われにくい，といった利点があるとい
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　　う．　江原　薫（1973a）：これからの芝生産とそのポイント（1）．農業及び園芸，48，16～19．江

　　原薫（ユ973b）：これからの芝生産とそのポイント（2）。農業及び園芸，48，59～60，

7）農家における聞き取り調査では，芝栽培が導入された頃には農民の中に「芝作りは土を売るようなも

　　のだから農民の気持ちになじまない」，あるいは「芝は田畑にわざわざ栽培する作物ではない」とい

　　う意識が強かったことをうかがえる談話を複数聞くことができた。すなわち，芝の収穫は表土をはぎ

　　取るため，農地での栽培が忌避されがちであった。

8）本文中ではつくば市成立以前の町村の範囲をそれぞれ，筑波地区，大穂地区，豊里地区，谷田部地区，

　　および桜地区と記す。

9）白水における芝栽培の導入を中心としたここまでの記述は，同集落の小須田　廣氏から1991年6月に

　　聞き取りした内容にもとづく。

10）平成2年度水田農業確立対策事業による芝への転作奨励金は，一般作物としての額が10aあたり1万3

　　干円，さらに産地形成加算はユOaあたり2万円であった。これらの奨励金を，芝の植え付けに必要な種

　　芝代（1990年には10aあたり2～3万円）などの経費へある程度充当できることは，普及の要因の一つ

　　であったと考えられる。

ユ1）この転作実施面積の値は水田に作付された芝の全面積を示すものではない。その理由は，転作が一定

　　年数以上継続された水田は実績算入という区分に含まれ，政策上は水田として扱われないため転作実

　　施面積には含まれないからである。しかも，実績算入された水田は奨励金の交付対象から除外される．

　　芝への転作面積は，前述の1988年農業基本調査による芝収穫面積の約2割にあたる。この割合は，つ

　　くば市内の芝作付面積のうちに水田転作の芝が占める割合の目安にはなる。

12）おもに転作の容易さによって，陸田が畑作物生産の発展の基盤となった事実は，他の地域でも指摘さ

　　れている。石井英也・山本正三（1987）：関東地方の台地利用における陸田の意義．人文地理学研究，

　　X互，！～20．

13）長高野に関するここまでの記述は，以下の文献を参考とした。大穂町史編纂委員会編（1989）：翫大穂

　　町史』．大穂町，（第W編近世「長高野村の景観」pp．16ト162，第W編集落「長高野」pp．3ユ7～326）．

1逸）この事業は1985年度に開始されたもので，1993年に完了する計画である。畑圃場の区画整理と農道整

　　備を行う。

15）平成3年度水田転作実施計画作物等集計表．

16）中司百合子（1990）：茨城県つくば市における芝産地の成立と展開．平成元年度筑波大学比較文化学

　　類卒業論文，64ぺ一ジ．

17）山野明男は，大穂地区の芝栽培を概括し，研究機関との近接性を活かした農業への転換を提案した。

　　山野明男（ユ990）：筑波研究学園都市が変えた土地利用．地理35－3，97～101．
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